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交通事故防止対策優良事業場表彰を受賞して 
 

－ 東京外環自動車道市川中工事 － 

 
鹿島・大林・鉄建特定建設工事共同企業体 

 

外環市川中ＪＶ工事事務所 
  

現場代理人 奥 本   現 
 

1. はじめに 

この度は社団法人日本建設業連合会 安全対策

本部 公衆災害対策委員会より、栄誉ある交通事

故防止対策優良事業場の委員長表彰を賜り、誠に

ありがとうございました。これもひとえに公衆災

害対策委員会 交通対策部会をはじめ、発注者で

ある東日本高速道路㈱関東支社ならびに関係各

位のご指導の賜物と深く感謝申し上げます。 

 

２．工事概要および周辺環境 

本工事は東京外環自動車道 千葉県内の未整備

区間のうち、市川市国分１丁目～市川市新田２丁

目の範囲に延長 1,562ｍの掘割式半地下構造物及

び管渠構造物を築造するものです。 

市道 0124 号・国道 14 号部分を除き、地中連続

壁(TRD工法)を用いた山留により深さ15～24ｍの

掘削を行い、東京外環自動車道と一般国道 298 号

が一体となった２連１層～４連２層の構造物を

築造します。 

現場は市川市の閑静な住宅街の中に位置する

とともに学校や病院があり、さらに国道や市道が

多数現場を横断するため、歩行者や生徒の安全を

確保した交通災害防止対策並びに近隣に配慮し

た施工が求められます。 

 現在、一部構築工事が開始されていますが、主

体はまだ掘削工事であり、土工量 93 万 m3 のうち 

51 万 m3 の掘削が終了したところです。 

 

 

 

工事現場状況１（地上） 

 

工事現場状況２（路下） 

 

毎日延べ 400 台程度のダンプトラックにて

掘削残土を搬出しており、当現場は工事用車両

運行管理システム「モバイルＧ－ＳＡＦＥ」と

よばれる携帯電話端末を用いた運行管理を行

い、非常に高い成果をあげています。 
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４.おわり
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